
（平成26年まで在籍）

　
新
た
な
地
場
産
業
の
誕
生

　
旭
川
に
は
開
村
当
初
か
ら
木
挽
場
が

あ
り
、
近
隣
か
ら
伐
採
し
て
き
た
木
の

製
材
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
明
治
30
年

代
、
第
七
師
団
が
札
幌
か
ら
旭
川
へ
移

駐
す
る
こ
と
が
決
ま
る
と
、
師
団
建
設

の
た
め
に
多
く
の
建
築
・
建
具
職
人
が

移
住
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
旭
川

駅
の
開
業
と
鉄
道
の
開
通
な
ど
で
、
ま

ち
に
は
建
設
労
働
者
が
あ
ふ
れ
、
旭
川

村
の
人
口
は
急
激
に
増
え
て
い
き
ま
し

た
。

　
当
時
の
地
域
経
済
は
、
稲
作
を
中
心

と
す
る
農
業
と
交
通
の
要
衝
を
背
景
に

し
た
商
業
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
大
正
2
年
、
冷
害
に

よ
る
史
上
最
悪
の
米
の
大
凶
作
が
起
こ

り
、
地
域
経
済
は
大
打
撃
を
受
け
ま
す
。

そ
の
翌
年
に
区
制
制
度
が
施
行
さ
れ
、

初
代
旭
川
区
長
に
就
任
し
た
市
来
源
一

郎
氏
は
、
農
業
と
商
業
に
依
存
し
て
い

た
当
時
の
経
済
体
質
を
危
惧
し
、
天
候

に
影
響
を
受
け
な
い
木
工
業
の
振
興
に

力
を
入
れ
た
取
組
み
を
始
め
ま
す
。
振

興
策
の
内
容
と
し
て
、
木
工
技
術
を
学

ぶ
木
工
伝
習
所
の
開
設
や
、
技
術
改
善

と
市
場
調
査
を
目
的
と
し
た
産
業
視
察

員
の
派
遣
、
木
工
品
展
覧
会
の
開
催
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
市
来
区
長
に
よ
る

積
極
的
な
振
興
策
で
地
域
経
済
は
安
定

し
、
行
政
と
木
工
業
と
の
協
働
に
よ
り

旭
川
は
家
具
産
業
都
市
と
し
て
徐
々
に

進
展
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

ほりかわ　くにお

堀川邦男さん

工芸センター元所長

木工伝習所

木挽場で、伐採した木を挽いて木材にしていた

旭川木工祭

　全
国
に
飛
躍
す
る
旭
川
家
具

　
昭
和
10
年
代
半
ば
、
第
２
次
世
界
大

戦
が
始
ま
り
、
政
府
に
よ
る
戦
時
体
制

の
強
化
が
図
ら
れ
る
と
旭
川
の
家
具
産

業
は
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
ま
す
が
、

終
戦
後
は
そ
れ
ま
で
の
規
制
が
緩
和
さ

れ
、
徐
々
に
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
き

ま
し
た
。
本
州
と
比
べ
て
戦
争
の
被
害

が
比
較
的
少
な
か
っ
た
北
海
道
で
は
、

主
に
進
駐
軍
用
の
宿
舎
で
使
う
家
具
や

建
具
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
30
年
、
新
た
な
販
路
開
拓
の
た

め
、
本
州
か
ら
小
売
業
者
を
招
き
「
第

１
回
旭
川
木
工
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

各
地
の
小
売
業
者
を
産
地
に
集
め
て
家

具
販
売
を
行
う
新
た
な
方
式
は
注
目
を

浴
び
、
木
工
祭
は
成
功
を
収
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
旭
川
木
工
振
興
協
力
会
か
ら

職
人
の
技
術
力
向
上
と
デ
ザ
イ
ン
の
追

求
に
も
っ
と
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

い
う
要
望
が
あ
り
、
木
工
芸
指
導
所（
現

在
の
工
芸
セ
ン
タ
ー
）
を
開
設
し
た
の

で
す
。

　
旭
川
家
具
の
知
名
度
を
さ
ら
に
全
国

に
広
げ
る
た
め
、
東
京
で
開
か
れ
た
全

国
優
良
家
具
展
（
全
優
展
）
に
出
展
し

ま
す
。
昭
和
40
年
に
は
上
川
木
工
が
、

最
高
賞
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受

賞
し
、
そ
の
後
も
相
次
い
で
入
賞
を
果

た
し
ま
す
。
旭
川
家
具
と
い
う
ブ
ラ
ン

ド
が
全
国
に
認
知
さ
れ
、
旭
川
の
家
具

産
業
は
勢
い
に
乗
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
び
き
ば

ひ

い
ち
き
　げ
ん
い
ち

ろ
う明

治
23
年

（
１
８
９
０
年
）

明
治
32
年

（
１
８
９
９
年
）

大
正
４
年

（
１
９
１
５
年
）

昭
和
24
年

（
１
９
４
９
年
）

昭
和
29
年

（
１
９
５
４
年
）

昭
和
30
年

（
１
９
５
５
年
）

昭
和
40
年

（
１
９
６
５
年
）

平
成
２
年

（
１
９
９
０
年
）

平
成
9
年

（
１
９
９
７
年
）

平
成
29
年

（
２
０
１
７
年
）

令
和
元
年

（
２
０
１
９
年
）

木
挽
場
が
開
設

師
団
建
設
に
伴
い
、
多
く

の
建
築
・
木
工
職
人
が
旭

川
に
移
住

木
工
伝
習
所
を
開
設

旭
川
市
が
、
商
工
省
か
ら

重
要
木
工
集
団
地
区
の
指

定
を
受
け
る

旭
川
木
工
振
興
協
力
会
を

結
成
し
、
産
地
と
し
て
の

確
立
に
力
を
入
れ
る

木
工
芸
指
導
所
を
開
設

全
優
展
で
、
上
川
木
工
が

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

国
際
家
具
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ

ア
旭
川
を
開
催

木
工
芸
指
導
所
を
、
工
芸

セ
ン
タ
ー
に
改
称

Ｉ
Ｆ
Ｉ
イ
ン
テ
リ
ア
宣
言

に
調
印

ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
分

野
に
加
盟
認
定
を
受
け
る

旭
川
家
具
か
ら

デ
ザ
イ
ン
都
市
へ
の
歩
み

旭
川
家
具
の
誕
生
か
ら

デ
ザ
イ
ン
都
市
旭
川
へ

旭
川
市
開
村
１
３
０
年
記
念
特
集

旭
川
市
は
今
年
で
開
村
１
３
０
年
。

様
々
な
苦
境
を
乗
り
越
え
て
き
た
先
人
た
ち
の
努
力
を

４
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

２
回
目
は
、
旭
川
家
具
の
誕
生
か
ら

デ
ザ
イ
ン
都
市
に
認
定
さ
れ
る
ま
で
の
軌
跡
を
振
り
返
り
ま
す
。

130

○昭和30年代に製造
された家具

○全国優良家具展で
内閣総理大臣賞を受
賞した、上川木工の
家具

↑

↑

　木工芸指導所で
は、先進都市への
視察や、国から補
助を受けて新技術
・製品開発の研究
設備を導入するな
ど、木工業の進展
に向けた取組みを
行ってきました。こうして、産学官が一体となり、
道外にも劣らない家具産地を形成するために実績
を積み上げていったのです。
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ま
す
。

　
旭
川
家
具
工
業
協
同
組
合
で
は
、
洗

練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
と
巧
み
な
技
術
に

加
え
て
、
家
具
に
北
海
道
産
材
を
使
用

す
る
取
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。
北
海

道
の
森
林
資
源
が
成
長
し
続
け
る
一
方

で
、
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
積
極
的
に
道
産
材
を
使
い
、

家
具
だ
け
で
は
な
く
、
北
海
道
の
森
と

も
向
き
合
っ
て
い
ま
す
」

　
暮
ら
し
と
デ
ザ
イ
ン

　
I
F
D
A
の
継
続
的
な
開
催
を
通
し
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
国
際
交
流
や
新
し
い

家
具
の
発
掘
を
行
う
他
、
市
民
に
デ
ザ

イ
ン
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、

平
成
27
年
か
ら
旭
川
デ
ザ
イ
ン
ウ
ィ
ー

ク
を
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
こ
う
し
た

取
組
み
が
評
価
さ
れ
、
平
成
29
年
6
月

に
は
、
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
先
進
的
な

取
組
み
を
行
う
都
市
と
し
て
、
イ
ン
テ

リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
団
体
の
国
際
組
織
で

あ
る
国
際
イ
ン
テ
リ
ア
ア
ー
キ
テ
ク
ト

／
デ
ザ
イ
ナ
ー
団
体
連
合
（
I
F
I
）

と
I
F
I
イ
ン
テ
リ
ア
宣
言
を
行
い
ま

し
た
。

　
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
新
た
な
視
点
か
ら

旭
川
の
魅
力
や
観
光
資
源
を
再
発
見
し
、

地
域
産
業
の
活
性
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
需
要
の
変
化
」
に
迫
る
危
機

　
平
成
と
い
う
新
し
い
時
代
に
入
り
、

人
々
の
暮
ら
し
は
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
旭
川
家
具
工
業
協
同
組
合

の
杉
本
啓
維
さ
ん
は
、
こ
の
時
代
が
旭

川
家
具
の
転
換
期
に
当
た
る
と
話
し
ま

す
。

　
「
そ
の
頃
、
生
活
様
式
の
変
化
や
婚

礼
家
具
の
需
要
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
り

箱
物
家
具
の
売
上
げ
が
減
少
し
、
国
内

の
た
ん
す
メ
ー
カ
ー
は
相
次
い
で
廃
業

し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
旭
川
の

家
具
業
界
は
需
要
の
変
化
に
対
応
し
て
、

箱
物
家
具
だ
け
で
は
な
く
、
椅
子
な
ど

の
脚
物
家
具
に
も
力
を
入
れ
、
家
具
に

デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
よ
う
と
考
え
ま

し
た
。
時
代
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
デ

ザ
イ
ン
力
を
磨
き
、
そ
れ
を
旭
川
家
具

の
強
み
に
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
開
村
1
0
0
年
を
迎
え
た
平
成
2
年

に
は
、
国
際
家
具
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア
旭

川
（
I
F
D
A
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
3
年
に
1
度
開
催
し
て
お
り
、

中
で
も
家
具
の
デ
ザ
イ
ン
性
を
競
う
家

具
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
は
、

今
や
海
外
で
も
注
目
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

に
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ペ

の
試
作
品
製
作
に
は
、
旭
川
の
家
具
メ

ー
カ
ー
が
全
面
的
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
案
を
基
に
、

短
期
間
で
製
作
す
る
厳
し
い
作
業
で
す

が
、
世
界
各
国
の
豊
か
な
感
性
や
最
先

端
の
デ
ザ
イ
ン
を
吸
収
し
、
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
思
い
を
忠
実
に
再
現
す
る
と
い
う

技
術
力
を
鍛
え
る
経
験
に
も
な
っ
て
い

す
ぎ
も
と
　よ
し
ま
さ

杉本啓維さん

旭川家具工業協同組合
専務理事

国際家具デザインフェア旭川の様子

旭川駅構内の旭川家具
ラウンジ

時
代
の
先
を
見
越
し
た

家
具
作
り
が

今
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す

　
デ
ザ
イ
ン
都
市
へ

　
こ
う
し
て
、
先
人
た
ち
が
長
年
続
け

て
き
た
家
具
や
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
取

組
み
が
実
を
結
び
、
旭
川
市
は
昨
年
10

月
に
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関

（
ユ
ネ
ス
コ
）
が
実
施
す
る
「
ユ
ネ
ス

コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
デ
ザ

イ
ン
分
野
で
加
盟
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
都
市
旭
川
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

制
作
し
た
、
市
内
の
デ
ザ
イ
ン
会
社
・

20
パ
ー
セ
ン
ト
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
細
谷
　
塁
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま

し
た
。
　

　
「
私
の
主
な
仕
事
は
、
商
品
パ
ッ
ケ

ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
、
広
告
な
ど
、
様
々

な
物
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
で
す
が
、

デ
ザ
イ
ン
を
す
る
上
で
一
番
大
事
に
し

て
い
る
の
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
こ
の
商
品
を

誰
に
ど
ん
な
風
に
使
っ
て
ほ
し
い
の
か

を
話
し
合
い
、
時
に
は
商
品
開
発
か
ら

携
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン

都
市
旭
川
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
ユ
ネ
ス

コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
盟

が
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
開
催
さ
れ

た
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
に
応
募
し
て
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

先
に
加
盟
認
定
を
受
け
て
い
る
９
都
市

の
ほ
と
ん
ど
は
市
章
を
使
用
し
て
い
た

の
で
す
が
、
デ
ザ
イ
ン
の
中
心
に
あ
る

の
は
、
も
の
づ
く
り
を
す
る
『
人
』
だ

と
思
い
、
人
が
前
に
進
む
姿
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
マ
ー
ク
を
作
り
ま
し
た
。

　
旭
川
が
デ
ザ
イ
ン
都
市
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て
、

た
く
さ
ん
の
人
や
地
域
と
つ
な
が
り
を

持
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

ほ
そ
や
　
　
　る
い

細谷　塁さん

20パーセント
グラフィック
デザイナー

ロゴマークの制作

デザイン都市旭川のロゴマーク

デ
ザ
イ
ナ
ー
を

目
指
す
子
供
が

増
え
て
く
れ
た
ら

う
れ
し
い
で
す

ク 　 ッ 　 ク 　 　 　 　 ア ン ド 　 　 　イ 　 ー 　 ト

旭川家具の誕生からデザイン都市旭川へ

旭川デザインセンターで開催中（来年３／28㈰まで）

COOK & EAT

　旭川デザインセンター（永山２の10）のショールーム
では、自宅での料理（ＣＯＯＫ）や食事（ＥＡＴ）の時
間にスポットを当てた企画展を開催しています。オリジ
ナルキッチンやダイニング家具で「自宅での食事時間」
が演出されており、食器などを使用したテーブルコーデ
ィネートで、より具体的な食事時間を体感できます。
　インテリアや家具の他にも、木工クラフト製品の展示
・販売も行っているので、ぜひお越しください。
【詳細】旭川デザインセンター　48・4135

　
旭
川
か
ら
世
界
へ

　
米
の
大
凶
作
が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ

た
旭
川
家
具
の
歴
史
。
そ
こ
に
は
、
職

人
た
ち
が
常
に
持
ち
続
け
た
家
具
作
り

に
対
す
る
向
上
心
と
旭
川
家
具
を
全
国

へ
広
め
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
が
あ
り

ま
し
た
。
先
人
た
ち
が
培
っ
て
き
た
高

い
技
術
力
と
デ
ザ
イ
ン
を
強
み
に
、
旭

川
家
具
は
デ
ザ
イ
ン
都
市
か
ら
届
け
る

家
具
と
し
て
、
多
く
の
国
と
地
域
に
広

が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

【
詳
細
】
政
策
調
整
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
25
・
５
３
５
８

自宅で楽しむ食事時間

○ＩＦＩイン
テリア宣言調
印式の様子

↑
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